
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

[iCS]だより 
コミュニティ・スクール委員会 

 

HP https://www.ita.ed.jp/swas/index.php?id=1310257  

令和８年度 NO２ 

板橋区立前野小学校 

コミュニティ・スクール委員会 

令和８年９月４日（金） 

校長 齊藤 孝之   

ｉ 

Ｃ Ｓ 

コ
ミ
ュニ
テ
ィ
・ス
ク
ー
ル 

第
二
回
委
員
会
開
催 

日
時 

七
月
二
十
三
日
（
木
）
十
時
よ
り 

場
所 

本
校
二
階
ラ
ン
チ
ル
ー
ム 

出
席
者 

七
名 

内
容
・
議
題 

①
委
員
長
挨
拶 

②
校
長
挨
拶 

③
熟
議
「
第
一
回
で
話
し
合
わ
れ
た
支
援
内
容
の
確
認
と
具
体
的
な 

 
 
 
 

制
度
の
進
め
方
」
に
つ
い
て 

④
事
務
連
絡 

 

今
年
度
、
第
二
回
目
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
委
員
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。 

◆
委
員
長
挨
拶 

夏
休
み
中
も
子
供
た
ち
が
熱
中
症
な
ど
に
な
ら
ず
元
気
に
過
ご
し
、
新

学
期
を
迎
え
ら
れ
る
よ
う
、
家
庭
で
の
注
意
喚
起
と
地
域
で
の
温
か
い
見

守
り
を
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

◆
校
長
挨
拶 

 

校
内
の
中
で
の
「
安
全
」
へ
の
最
優
先
事
項
、 

他
校
で
の
火
災
事
例

を
「
自
分
事
」
と
し
て
捉
え
、
校
長
主
導
の
も
と
直
ち
に
校
内
の
安
全
点

検
を
実
施
し
ま
し
た
。
非
常
階
段
の
活
用
で
は
、
昨
年
度
「
使
用
不
可
」

と
さ
れ
て
い
た
階
段
で
し
た
が
、
現
在
は
、
安
全
確
認
を
完
了
し
、
本
来

の
機
能
を
活
用
で
き
る
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。 

避
難
訓
練
の
高
度
化
し
て
い
く
た
め
に
、
今
後
は
、
非
常
階
段
や
特
別

教
室
（
音
楽
室
等
）
を
使
用
し
た
よ
り
実
践
的
な
訓
練
を
行
い
ま
す
。
ま

た
、
死
角
の
解
消
を
す
る
た
め
に
全
教
職
員
で
校
内
の
「
ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ

ク
ス
」
を
一
掃
し
ま
し
た
。
学
校
が
何
よ
り
も
「
安
全
な
場
所
」
で
あ
る 

 

よ
う
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
対
策
を
講
じ
て
い
き
ま
す
。 

「
伸
び
ゆ
く
前
野
小
」
令
和
八
年
度
の
学
校
経
営
計
画
「
子
供
も
教
職
員
も
伸
び
や

高
ま
り
を
実
感
で
き
る
学
校
」
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
特
に
力
を
入
れ
る
「
先
行
学

習
」
は
、
ま
ず
知
識
を
丁
寧
に
教
え
「
で
き
た
！
」
と
い
う
実
感
を
持
た
せ
て
か
ら

応
用
へ
繋
げ
る
手
法
で
、
子
供
の
確
か
な
自
信
を
育
ん
で
い
ま
す
。
不
登
校
・
い
じ

め
対
策
で
は
、WebQU

等
の
ツ
ー
ル
に
加
え
、
全
教
職
員
の
「
人
の
目
」
で
小
さ
な

変
化
を
見
守
る
温
か
な
組
織
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。 

目
指
す
姿
と
具
体
的
な
取
り
組
み 

・
確
か
な
学
力
の
定
着 

・
授
業
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
と
「
先
行
学
習
」
の
徹
底 

・
安
心
で
き
る
居
場
所 

・
組
織
的
な
見
守
り
と
不
登
校
・
い
じ
め
の
早
期
対
応 

・
若
手
教
員
の
育
成 

・
組
織
的
な
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
と
働
き
方
の
適
正
化 

◆
熟
議
「
第
一
回
で
話
し
合
わ
れ
た
支
援
内
容
の
確
認
と
具
体
的
な 

 
 
 
 

制
度
の
進
め
方
」
に
つ
い
て 

一
学
期
の
成
果
と
し
て
、
一
学
期
は
、
六
年
生
の
落
ち
着
い
た
生
活
態
度
が
み
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
全
校
朝
会
の
復
活
を
す
る
こ
と
で
、
集
団
の
中

で
話
が
き
け
る
よ
う
に
な
る
等
の
大
き
な
成
長
が
見
ら
れ
ま
し
た
。 

学
力
調
査
の
分
析
結
果 

今
回
の
学
力
調
査
の
現
状
と
し
て
、
国
語
・
算
数
と
も
に
全
国
平
均
を
上
回
り
ま

し
た
。
課
題
と
し
て
は
、
東
京
都
や
板
橋
区
の
平
均
に
は
届
か
な
い
部
分
も
あ
り
、

特
に
算
数
の
活
用
力
に
課
題
が
残
り
ま
す
。
こ
の
解
決
に
向
け
、
低
学
年
か
ら
積
み

重
ね
で
、
漢
字
や
数
字
の
正
確
な
書
き
方
と
い
っ
た
「
基
礎
」
を
徹
底
し
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
、
子
供
た
ち
が
自
分
か
ら
生
活
や
学
習
な
ど
気
付
き
や
成
長
が
あ
っ
た
時

に
は
、
そ
の
瞬
間
の
頑
張
り
を
具
体
的
に
褒
め
認
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
一

学
期
の
活
動
を
通
し
て
、
一
年
生
の
ア
サ
ガ
オ
の
種
ま
き
や
三
年
生
の
地
域
学
習
で

は
、
佐
藤 

香
委
員
長
に
講
師
を
務
め
て
い
た
だ
き
、
総
合
的
な
学
習
へ
の
子
供
た

ち
の
学
び
に
彩
り
と
深
み
を
与
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
後
は
、
地
域
支
援
を
よ

り
円
滑
に
依
頼
で
き
る
よ
う
ス
プ
レ
ッ
ド
シ
ー
ト
等
を
活
用
し
た
調
整
シ
ス
テ
ム

を
構
築
し
、
さ
ら
な
る
連
携
強
化
を
目
指
し
ま
す
。 



 夏休みを前に、学校と地域が手を取り合い、子供たちの安全と成長をどのように見守っていくか。令和 8年 7

月 23日、その熱い想いを共有する第 2回委員会を開催しました。 

1. 開催概要と「安全」への最優先事項 他校での火災事例を「自分事」として捉え、齊藤校長主導のもと直ち

に校内の安全点検を実施しました。 

非常階段の活用：昨年度「使用不可」とされていた階段は、構造上の問題ではなく、荷物置きや引き継ぎの齟

齬が原因でした。現在は片付けと安全確認を完了し、本来の機能を活用できる体制を整えています。 

避難訓練の高度化：9月・10月には、非常階段や特別教室（音楽室等）を使用した、より実践的な訓練を行

います。 

死角の解消：全教職員で校内の「ブラックボックス」を一掃しました。 

学校が何よりも「安全な場所」であるよう、スピード感を持って対策を講じてまいります。 

2. 「伸びゆく前野小」：令和 8 年度の学校経営計画 「子供も教職員も伸びや高まりを実感できる学校」を目

指します。特に力を入れる「成功学習」は、まず知識を丁寧に教え「できた！」という実感を持たせてから応

用へ繋げる手法で、子供の確かな自信を育みます。不登校・いじめ対策では、WebQU等のツールに加え、全

教職員の「人の目」で小さな変化を見守る温かな組織づくりを進めます。 

目指す姿 

具体的な取り組み 

確かな学力の定着 

授業スタンダードと「成功学習」の徹底 

安心できる居場所 

組織的な見守りと不登校・いじめの早期対応 

若手教員の育成 

組織的なバックアップと働き方の適正化 

第 2回 CS委員会において、佐藤香委員長が発言した主な内容は以下の通りです。学校安全と避難訓

練の改善 

o 他校の火災事故を受け、普段の教室ではない特別教室（パソコン室、ランチルーム、家庭科室など）

からの避難訓練を計画に盛り込むよう提案しました。 

o 昨年度は「使用不可」とされていた非常階段について「下に物が積んであったという報告があった」と

言及し、学年に関わらず（1年生も含めて）一度でも実際にその非常階段を降りる経験をさせておくこ

とが、子供たちの安心感につながると訴えました。 

• 夏休みの安全・熱中症対策 

o 夏休み中も子供たちが熱中症などにならず元気に過ごし、新学期を迎えられるよう、家庭での注意喚

起と地域での温かい見守りを呼びかけました。 

• 低学年における基礎・基本の徹底 

o 全国学力調査の結果について「思っていたより良かった」と評価しつつも、漢字の定着不足や、数字

の不正確な書き方（例：「0」の端がくっつかず「6」に見えてしまうなど）に懸念を示しました。 

o 高学年になってからでは手遅れになるため、1・2年生の低学年のうちに正しい書き方などの基礎・基

本をしっかり仕上げること、そしてその課題について学年を超えて教員間で情報共有することが重要

であると指摘しました 

 


